
















































かになった点としては，「anyの意味特徴を示す重要なキー・フレーズ： no matter which/
what, how much or how little, how many or what, regardless of quantity or number, in whatever 
quantity or number, the smallest quantity or number of」，「肯定と条件，肯定と否定それぞれの















































（D） 文脈から結果として every, allになる場合
（E） （明示的に）all, everyの意味にならない場合
（F） できる限りの（as much as possible, as many as possible）








全体を否定する。「強い Any」 [C], [D]は「周辺性」の意味を示す。（肯定の用法 [E] ももちろ
ん「周辺性」の意味が強い。）
なお，上記には「a, zero-form カテゴリー，総称」として枠で囲み anyの項の枠と対照させ
ている図が含まれている。これは，田中（2009）で言及した点であるが，「any + N」を「不定
冠詞 a + N」及び「ゼロ冠詞 + N」と対照させている。「any + N」は任意のメンバーを指すの
に対し，「不定冠詞 a / ゼロ冠詞 + N」は，任意のメンバーではなくてその名詞が示すカテゴ
リーを指す（つまり総称）。これは，弱い Anyが任意の意味なのでそれと対照させている。だ
が，anyは周辺を示す強い Anyも含めて全体が任意の意味を示すので，any全体とも対照させ
ている。ここで用いられた図には <any sort of>の表記も入っていたが，この概観では省いた。




































“No matter what or which, whatever quantity”が anyの意味の強弱を分けるひとつの大きな












You can take any box on the table.  テーブルの上のどの箱を取ってもいい（Eゲイト英和
辞典）




































（D） 文脈から結果として every, allになる場合
（E） （明示的に）all, everyの意味にならない場合










（D） 「Any N+関係詞節」というパターンを取って，「できる限りの（as much as possible, 
as many as possible）」（注として，「「any N」に続く関係詞節の中の動詞 like, （can） 










（B） 明示的に all, everyの意味にならない場合としているのは，anyの任意性が強調されたケー
スで，「どれでも」となるが，文脈からそれが「すべて（every, all）」を暗示しない場合
である。「すべて」となるのは，文脈，語用論的（pragmatic reasons）によるということ
であろう。これに当てはまる例としては，You can take any box on the table.「テーブル
















動詞 like, （can） get，そして「any N」を目的語にとる動詞 take, needなどが大きく影響し
ている。




次の 3つは，「得られるだけの」，「手に入るだけの」，「できうる限り多くの（as much as 
possible）」ということで「限界」までのことを示しており，やはり「周辺」を指している。
I will accept any help （that） I can get. 得られるだけの援助はすべて受け入れるだろう（E
ゲイト英和辞典）
He will accept any money he can get.彼は手に入るだけの金は受取るだろう（ジーニアス
英和辞典 改訂版）2
They’re going to need any help they can get. （LDCE 4th: as much as possible）
　次に挙げる例はややイディオマチックな用法と思われる。
has any amount of money （any = a very large） （COD 8th）
You are entitled to any number of admissions. 何回でも入場できる（リーダーズ英和辞典 
第 2版）
Any minute/day/moment/time now （=Very soon） there’s going to be a massive quarrel 







You can enter any number from 0 to 100. 0から 100までのどんな数値も入力することがで
きます（ウィズダム英和辞典 第 2版）



























 1 弱い，強い anyが表れるのは，メンバー（性）が等質ではないからである（Rosch (1975)参照）。そ
れに文脈の影響が加わる，つまり語用論的な理由（pragmatic reasons）のためにこのような弱い，強
い anyの意味が引き起こされる。
 2 「ジーニアス英和辞典 改訂版」には，語法として「この意味では法助動詞を用いた文が多く，具体的
に何かをした文脈では anyは不可」とある。次の例を挙げている：× He ate any cake(s) on the table. 
He ate all the cakes [every cake] on the table.（彼はテーブルのケーキをみんな食べてしまった）
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Anyのわかりやすい認知的意味記述
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